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【論文の内容の要約】 
コナジラミで媒介される Crinivirus 属のトマトインフェクシャスクロロシスウイルス
(Tomato infectious chlorosis virus; TICV)とトマト退緑ウイルス(Tomato chlorosis virus; 
ToCV)は，二分節一本鎖(＋)RNA(RNA1と RNA2)をゲノムに持ち，トマトに感染する新興
ウイルス(emerging virus)として問題となっている．本研究では，この TICVと ToCVの 2
種を遺伝子解析することで，Crinivirus 属ウイルスの病原性に関与するウイルス遺伝子を
特定し，黄化や葉巻，壊疽を誘導する分子機構の解明を目指した． 
様々な植物ウイルスで RNAサイレンシグサプレッサーがウイルスの病原性を決定して
いることから，まず TICV-インドネシア株の全塩基配列を決定し，TICV-インドネシア株で
RNAサイレンシグサプレッサーの探索を行った．その結果，TICV-RNA2の ORF2(p27)で
サプレッサー活性が確認され，TICV-p27 は TICV の病原性因子であることが示唆された． 
次に，ToCV-栃木株の各遺伝子領域または ORFを PVXベクターである pGR106に挿入
し，トマトに接種して病徴の変化を観察した．その結果，ToCV-RNA1の ORF2 (p22)を挿
入した PVX ベクターで温度依存的な壊疽症状が誘導された．このことより，ToCV-p22 は
低温で壊疽を誘導する病原性因子であると示唆された． 
最後に，ToCV 感染性クローンの構築を試みた． Crinivirus 属ウイルスは，RNA1 の
cDNA配列をプラスミドに組込むと大腸菌に毒性を示すことから，ToCV-RNA1の配列内に
イントロンを挿入することで毒性を回避し，ToCV 完全長 cDNA クローンを構築した．そ
の後，アグロバクテリウムを使い，シリンジインフィルトレーション法で Nicotiana 
benthamianaに接種したところ，黄化症状の再現と ToCVの感染が確認された．Crinivirus
属において，イントロンの挿入による毒性回避は，本研究が初である． 
本研究では，2種のCrinivirus属ウイルスでRNAサイレンシグサプレッサーを同定し，
その分子機構で新知見を得ると共に病原性解析に必須の感染性クローンを構築した． 
